
P9 CSR REPORT 2006

　シーレックスは、お客様へ最良・最適の品質をご提供するため、全社的な品質保証体制の強化を推進しています。「品

質至上主義」を掲げ、『ISO 9001』2000年版に基づく品質マネジメントシステムを構築。基幹工場となる東北工場・兵庫

工場を中心に、広く関連部門をその範囲として審査登録し、顧客満足度及び、品質の向上をめざして、妥協のない品質マ

ネジメントに取り組んでおります。

　システムの改善では3つの注意点（CSR、

リスク、顧客要求）をよく踏まえ、改善が継

続的に行われなければならないことを教育

してきました。

　当社では情報メディアプロバイダーとして、

従来から個人情報保護の重要性を認識し個人

情報の安全で適切な取り扱いを推進してきま

したが、改めてJISQ15001｢個人情報保護に関

するコンプライアンス・プログラムの要求

事項｣に基づくことにより顧客の皆様に安

心して個人情報の取扱いが適正であると判

断していただけるよう保護管理体制を整備

いたしました。今後もプライバシーマーク

付与認定を一つのステップとして顧客の皆

様への、更なる安心と信頼を礎としたサー

ビスの提供を目指していきます。

　2005年度の品質保証活動は品質マネジ

メントシステム活動がより有効に機能させ

るために、教育の徹底を行いました。また、

2005年度は個人情報(JISQ15001)の教育

も同時に行い、教育のテーマは「リスク対策、

対応」、事故は“なぜ”起こるのか？事故が

起こらない様にどうするのか？事故要因→

発生の危険性→「リスク」の理解を深め、リ

スクの正しい認識と評価、また対策改善に

ついてテーマ講義を行いました。

　お客様の信頼と満足度の更なる向上目的

に、2001年12月に「シーレックス品質方針」

を策定し、高品質な製品を確実に提供する

品質保証体制を整えました。

■品質保証の推進体制

■2005年度の活動

■個人情報保護

シーレックス株式会社は、シール・ラベ

ルの製造において、顧客満足の向上を目

指すために、全員で品質マネジメントシ

ステムを確立し、品質の継続的改善・向

上を行う。

2001年12月18日 制定

シーレックス品質方針

○　基　本　理　念　

　当社は以下の内容を当社の事業活動の基本であるとともにに、社会的責務であると考えす。

「個人に関する情報（以下個人情報）の価値を尊重し、常に適切な管理と保護の徹底を図ること

により個人情報を保護すること」

当社は、以下の基本方針の確実な履行に努めます。 

○　基　本　方　針　

１、当社は、個人情報の保護に関する社内コンプライアンス・プログラムを定め、組織体制を整

備し役員及び従業員に徹底します。また、これを定期的に見直し、維持・改訂を行います。

２、個人情報を収集させていただく場合は、お客様に対し収集目的を明らかにした同意を得た

上で、必要な範囲の個人情報を収集させていただき、目的の範囲名で利用及び提供を致します。

３、個人情報に関する個人の権利を尊重し、自己の個人情報に対し、開示、訂正、削除を求められ

たときは、合理的な期間、妥当な範囲内でこれに応じます。

４、取り扱う個人情報を安全かつ正確に管理し、個人情報への不正アクセス、個人情報の紛失、

破壊、漏洩、改ざんの予防ならびに是正の為、社内規程を整備し、安全対策を実施致します。

５、「個人情報の保護に関する法律」、「個人情報保護に関するコンプライアンス・プログラムの

要求事項（JISQ 15001）」、その他の個人情報に関する法令その他の規範を遵守し、個人情報の取

り扱いについて十分な注意を払います。

シーレックス個人情報保護方針

2005年4月18日

●プライバシーマーク

●JISQ9001:,ISO9001:2000を認証


